
スタッフ用(2017年版）

（班名）

（色）

時間
9:30
10:30
11:00
11:24

11:40

11:50

12:00

12:05

12:15

12:30

12:50

13:00

14:00

14:15

15:00

≪各地区班避難者役割≫
子ども 子ども 大人 大人

　 　 班の全体の進行を管理する

α米用の卓球台を移動設置する

段ボールを確保し地区班に移動する

食糧係（α米とお茶） α米とお茶を備蓄エリアにとりに行く

α米を50箱に配膳し、お茶を分配する

≪スタッフ≫
役割

本部長

副本部長

受付

保管場所 長谷川 坂本

α米作り 宮守
（解説含む） 長谷川

地区班Ａ 5・6年担任

地区班Ｂ 1・2年担任

地区班Ｃ 3・4年担任

地区班Ｄ 専科・職員

取材記録 宮折

映像全般 長谷川

救急救護

オブザーバー

※全員軍手着用のこと。

（内容）

2017/4/19

全体講評（調布消防署）、その後、参加者解散

地区班A

布田五丁目/小島町 多摩川 染地 布田三・六丁目/その地

地区班B 地区班C 地区班D

全体で避難所運営訓練の概要説明

2017年布田小地区調布市防災教育の日　避難所タイムスケジュールおよび役割

大鍋班&備蓄倉庫点検班集合
上記以外の地区協スタッフ集合

各居住区エリア設営（配膳および段ボール区分け）,　要アレルギー対応の児童は飯島先生の指示

食事（この間、スクリーンでα米の作成手順V（昨年の使用）の映像投影（Ｖ）、アンケート用紙配布

大鍋で沸かしたお湯注入、作成手順の解説V収録（収録済分流用か？）

地震発生、市役所初動要員と備蓄倉庫開扉、地区協スタッフ＆南高生徒受付準備

班内役割決め（班長、備品、居住、食糧）,

地区協の地区班担当者が、ネーム用カラーガムテと、役割分担用紙を渡す

児童引き渡し（校庭）開始

体育館舞台下にてエリア別ごとに受付(記帳）、各班居住エリアへ移動

布田小保健士・山田 会場内救護エリアにスタンバイ

林田

代田、河内

久場、坂下

撮影、再生等全般

山口、池本

田村、藤田

飯島

地区協 学校

江原

※南校サポーター10名は≪スタッフ≫の各地区班に配属し、スタッフ補助役を担当。

氏名を記入、記念品は解散時に配布（下記の各地区班長と同じ）

α米、やかん、コーン、段ボール、卓球台

事前の料理準備、料理方法解説をVで撮影

食事中の映像投影

地域の見識者

地区班内の役割決め、反省会の記録、時間配分

参加者の取材（5名ほど）、訓練の写真

金山（大鍋班）

矢幡、澤口

山本

消防士による心肺蘇生とAEDデモンストレーション

（内容）

13:40

スタッフによる全体撤収、反省会

会場片づけ

班長

備品係（卓球台）

居住係（段ボール）

参加記念品配布＆アンケート回収（卓球台、鉛筆用意）

防災備蓄倉庫の点検・整理

三角巾怪我手当
(消防署員）

解散

AED体験
（消防署・4ブース設置）

ロープワーク
（消防署員）

毛布を使った怪我手当
（消防署員）

（各コーナーに調布南校ボランティアを配置する）



１．実施日時　　　 平成２９年４月２２日(土)午前１１時２４分発災想定

２．参加者想定 ①布田小学校児童（６年生＆希望者） ８０名

②保護者 ７０名

③地域住民 未定

④布田小学校教職員 ３０名

⑤市役所初動要員 １０名

⑥調布南校応援 １０名

⑦地区協議会運営委員 ２０名

２２０名＋α

・

３．当日の実行スケジュール

(*1) 『私が体験した東日本大震災』、みらいサポート石巻・語り部・佐藤麻紀さん講演

(*2)当日は「ﾊｯﾋﾟｰﾍﾞｽﾄ・ﾋﾟﾝｸﾍﾞｽﾄ・ﾊｯﾋﾟｰｷｬｯﾌﾟ」3点セット、上履き持参でお出で下さい。

(*3)地域住民有志には、防災備蓄倉庫点検整備の協力を要請する。

４．検討事項

① 入場受付は避難者名簿記載に手間取り混乱。 ⇒名簿記載は簡素化する

② ⇒居住地域に拘らず、柔軟な班編成を行う。

そのため、配食等作業に遅れが出た。 ⇒予め何人か指名して、本部応援者を確保

③ 調布南校生徒の応援は大いに手助けになった。 ⇒引き続き応援要請

➃

⑤ 防災備蓄倉庫手付かず ⇒2号棟活用に着手したい！

(以上）

平成２９年度調布市防災教育の日、布田小学校避難所運営訓練

合計

小学校 地区協 地域住民他

（＊4）調布消防署防災安全係・チシキ氏に確認済（486-0119）

地域住民の参加について～調布市防災教育の日は、地域全体の防災意識涵養のため
の絶好のイベントであり、地域総合防災訓練とも位置付けられる。　　今後ともに地域の
重要イベントとして、各自治会通じて広く参加を促していくこととしたい。
・・・(別途自治会への案内パンフ、ポスター配布します）

8:30～

9：25～10：25

11:10～11：20

11:24発災

11:50

AED実演は相変わらず熱心な見学姿勢で、体験
コーナーは急遽4セット用意した。

⇒AED,担架搬送、三角巾、ロープワークなど昨
年同様のコーナーを設置する。（＊4）

通常授業

命の授業(体育館使用）(*1)

（各教室にて公開授業）10:30

各班の人数に大幅な差があり、役割分担の決定
に手間取った。

引渡し訓練説明

児童引渡し

布田小体育館へ避難

（解散）

（次葉スケジュールにて進行予定）

防災備蓄倉庫点検・整理

10時30分全員集合
(当日の役割分担説明）

（解散＊3）

～14：15

14：15～15：00

体育館の設営 一時集合場所等集合

布田小体育館へ避難～　　受付開始　　～

9時30分大鍋班集合

（傍聴いただける方はぜひご参加下さい）

昨年度の反省点等 今年度の対応



必要数量 在庫状況 調達責任 調達・保管責任者

１．会場設営関係
受付エリア長机 5卓 学校在庫 学校
受付エリア椅子 10脚 学校在庫 学校
救急救護エリア長机 1卓 学校在庫 学校
救急救護エリア椅子 2脚 学校在庫 学校
備蓄倉庫展示用長机 1卓 学校在庫 学校
区割り用コーン 30個 学校在庫 学校
ホワイトボード 掲示板*2 学校在庫 学校
ワイアレスマイク（説明者用） 1or2 学校在庫 学校
ハンドマイク あれば用意 1 地区協 山本
軍手 あれば用意 在庫あり 地区協 山本
ブルーシート（2.7*5.4ｍ） 保管品置き場 2 地区協 山本
レジ袋（体育館入場者靴入れ） 100枚 在庫あり 地区協 山本
プロジェクター/スクリーン/HDMIケ 各1 在・学校放送室 学校

２．受付備品＆来場者誘導関係備品
避難所来場者受付表 各地区分 3枚*4地区 地区協 山本
筆記具 10 10 学校
地域識別ｶﾞﾑﾃｰﾌﾟ（赤・青・黄・緑） 各50*4色以上 購入予定 地区協 斉藤
マジック 4 学校
ハッピーベスト 委員人数分+α 委員各自+α 地区協 野口or依田
新ピンクベスト 4班*2 8 地区協 依田
ﾊｯﾋﾟｰｷｬｯﾌﾟ 委員人数分+α 委員各自+α 地区協 +α(3）山本
正門前ｲﾍﾞﾝﾄ表示立て看板（地域参加者への周知） 1 学校
会場案内図（拡大コピー） 1 1 学校
当日スケジュール表
取材用ﾃﾞｼﾞｶﾒ、ﾎﾞｲｽﾚｺｰﾀﾞｰ 各1 有 地区協 藤田
作業分担カード 8枚 地区協 依田
来場者(保護者）アンケート用紙 100枚 地区協 依田

３．備品エリア準備品
段ボール ４枚*４チーム分 要収集 学校 要請済
段ボールカッター 8個 購入済 地区協 斉藤
養生テープ 8個 購入予定 地区協 斉藤
アルファ米 50食*6箱 納入確認 学校
アレルギー対応アルファ米 児童2名+α 10食 学校
給湯用大鍋/プロパン/ガス台 各1個 学校在庫、地区協 学校、地区協
ポット(アレルギー対応食用） 1 学校
ﾋﾞﾆｰﾙ手袋・ﾏｽｸ（配食・配膳用） 配食係数 相当数 地区協 斉藤
給食作業用長机（卓球台） 5卓 学校在庫 学校
お茶（500ｍｌ） 24ﾊﾟｯｸ*12箱 288 地区協 斉藤・当日納品
救護救急用品（毛布、棒） 適宜 - 学校
救急救護用品（三角巾） 適宜 NA 消防署

４．配布品(参加保護者数分） （概数） から
記念品１（市指定ゴミ袋Ｍ） 100 100 地区協 斉藤
『調布市防災マップ』 - -
『調布市洪水ハザードマップ』 50 50 市役所提供品 山本
ハッピータイムス(第7号、号外） 100 100 地区協 依田
クリアファイル 100 100 地区協 山本
備蓄倉庫在庫品一覧表 100 100 市役所提供品 山本
レジ袋(ゴミ持ち帰り用） 100 購入予定 地区協 山本

（備考）
・来場者想定：１００家族未満(6学年児童数64名）・来場者総数200名+主催者側70名
・来場者上履き並びに靴入れは持参、持ち歩き

H29.4防災教育の日訓練準備状況

不要（あえて用意せず）

市役所より各戸配布済
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